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令和４年就業構造基本調査　調査事項の見直し等に伴う集計の見直しイメージ

　＜その他の結果利用の向上に資する調査事項の見直し＞
　　①学校区分の詳細化。大学院を「修士」「博士」「専門職」別に把握
　　②就業時間をフリー記入に変更し、集計区分を見直し
　　③報告者負担軽減のため、就業開始時期、前職の離職時期、初職に就いた時期等について31年以上前の月の記入を不要化

フリーランスを把握可能とするため従業上の

地位・雇用形態の区分を見直し、「実店舗の

有無」を追加

「テレワーク」に関する調査事項の追加

育児休業制度、介護休業制度の選択項目に

「フレックス・時差出勤」を追加

社会情勢の変化やICTの普及等に伴

い就業者の働き方が多様化する中

で、就業構造（勤務形態、就業形態）

も変化

ニーズを踏まえた結果表の見直し。関

係機関の利活用状況の把握や結果表

のダウンロード数の状況などを踏まえて

結果表の充実や統合、廃止を検討

背景 調査事項の見直し 集計事項の基本的な考え方

「就業に与える育児・介護の影響につ

き、より的確に把握するための検討」

（前回調査時の答申で示された課題）

○選択項目の追加分の表章上の追加に加え、以下の

ような視点から既存の統計表について拡充

・育児と介護の両方を行う人の関係

・介護をしている人の年齢表章区分の見直し（30歳未

満の細分化）

・育児・介護の頻度と休業等制度の利用の有無の関

係

○テレワークの実施状況を把握するため、男女、年齢、

従業上の地位・雇用形態、職業、産業、従業者規模

別などで集計

○テレワークについて、就業時間や職業訓練・自己啓

発、副業との関連性を把握するための統計表の作成

○調査事項の追加等に伴い、以下のような視点から副

業をしている人の統計表を拡充

・本業と副業の就業時間の関係

・副業が普及している職種等

・追加就業希望者が希望する職種と現職の関係

○既存の統計表（一部）について、従業上の地位・雇用

形態の区分にフリーランスを別掲として追加

○フリーランスを集計対象として、本業、副業の別で集

計するなど統計表を新規で作成

○県内経済圏、市部の表章を廃止等

○重複感のある都道府県編と主要地域編の統合によ

り主要地域編のみで表章していた地域の表章事項

の拡充等

〇その他ニーズを踏まえた統計表の拡充、廃止

副業に関する調査事項の追加等

①副業の就業時間の追加

②副業の従業上の地位・雇用形態の見直し

③副業の職業の追加

④追加就業希望者の希望する仕事の種類

の追加


